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序 言

砒素および燐で代表される実質毒は,組 織毒また

は原形質毒とも称せられているが,そ の通性はいち

じるしい局所作用を呈することなく,血 液中に吸収

せられたのち,も つばら細胞原形質に作用し,主 と

してその酸素需給力を減退せしめ,新 陳代謝機能に

大なる障碍を招致せしめる毒物の総称で あつて,

 Loweに よれば,実 質毒のこのよ うな作用 は酸素

剥奪による細胞代謝障碍に基因し,酸 素の欠乏によ

つて組織に原形質窒息がおこり,組 織を崩壤すると

同時に酸化機転を抑制する作用があり,し たがつて

諸臓器の生活機能を減退せしめ,肝,腎,血 管内膜

の顆粒変性ならびに脂肪変性を招来するとしている.

いづれにせよ,肝,腎 等の実質臓器に障碍が生ず

るのであるから,代 謝の面から障碍の実態を把握す

ることによつてはじめて実質毒中毒の本態を究明す

ることが出来るわけである.そ して現今の生化学の

進歩発展を考えるならば代謝と酵素とを切り離すこ

とはできないから,酵 素化学的な立場から実質臓器

における代謝障碍-す なわち,実 質毒中毒の本態

を究明することは,毒 物学上 きわめて重要な研究で

あり,著 者が本研究を企図した所以もここにあるわ

けである.

実質毒のうち,砒 素および燐中毒について主とし

て各種代謝に関聯の あるSH系 酵素が実質臓器内

でいかなる影響をうけるか継続的に報告する予定で

ある.

第1報　 砒素中毒時における肝および血清Cathepsin作 用能 と

血清蛋白分劃像とについて

緒 言

Cathepsinは 生体内でも完全に働性で,生 体現象

にしたがい環境に支配されて,あ るいは分解的に,

あ るいは合成的に作用しているが,病 的状態の出現

に際しては1, 2条 件の大きな変化に支配されて正

常範囲をこえた分解または合成を招来 し,か くして

組織内における蛋白代謝に関与し,ひ いては組織の

生長,増 殖,再 生,壊 死等の現象に重要な役割をは

たしているSH系 酵素で あるから,急 性あるいは

慢性砒素中毒時において臓器Cathepsin作 用能が い

かなる影響をうけるかを検することは意義あること

である.

また臓器Cathepsinの 他 に,組 織 内蛋 白代謝

の動向を表示 す る1)も の と考 え られてい る血清

Cathepsin作 用能が砒素中毒時にいかなる態度をし

めすか,さ らに砒素中毒時にAlbumin峰 の 減少,

 γ-Globulin増 加 を き たす とい う報 告2)-4)が し め す

血清 蛋 白分 劃 像 との 関聯 性 等 に つ い て も若干 検 討

を くわ え てみ た.

実 験 方 法

実 験 には体 重2kg前 後 の健 常成 熟 ウ サギ を もち

い,毒 物 と しては 無 水亜 砒 酸 を1%「 炭酸 ソー ダ 」

溶液 に溶 解 させ て,消 息 子で 胃 中 に送入 した が,投

与 無水 亜 砒 酸 量 は, pro kg 3.0, 1.0, 0.5, 0.3,

 0.2, 0.1, 0.01, 0.005お よ び0.001各gと し

た.

実 験 は毒 物投 与 前(表1で はKと 表 示 して あ る)

お よ び 中毒 死 直後(表1で はVと 表示 して あ る)に

そ れ ぞ れ採 血 して,血 清蛋 白分 劃 像 を 日立 製H. T.

 D. 1型Tiselius電 気 泳 動装 置 を使 用 して測 定 し,

ま た 血清Cathepsin作 用 能 を 後 記 の 方 法 で 測 つ
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Tab. 1. Serum-proteins and liver cathepsin acti

vities under the arsenic poisoning

た.

肝 臓Cathepsin作 用能 は,各 中毒死直後 に剔出

し, glycerol-waterで 抽出 した肝臓酵素液 のCat

hepsin作 用能(表1で はV)と,毒 物を投与 しな

い健常ウサギを空気栓塞死 させ た直後に剔出し,

 glycerol-waterで 抽 出 した肝臓酵素液 のCathepsin

作用能(表1で はK)と を比較 した.

Cathepsin作 用能は,基 質として2% gelatine溶

液,緩 衝液にはSorensenの 燐酸塩緩衝液を使用,

三塩化醋酸による除蛋白液について窒素量(す なわ

ち残余窒素量)をKjeldahl法 で測定 し, 6時 間孵

卵器内で作用させた場合との差をもつてCathepsin

の作用能をあらわした.

実験成績(第1表)な らびに1考察

1.血 清Albuminの 変 化

亜砒酸を種々の量ウサギに投与して急性,亜 急性

および慢性中毒死させた直後における血清Albumin

と亜砒酸を投与 しない前の血清Alburuinと を 比較

してみると,中 毒死の種類すなわち亜砒酸の投与量

に関係なく,中 毒死後には血清Albuminは 常に減

少 し, Albuminの 減 少度と亜砒酸の投与量 との間

に相関関係はみられなかつた.

体蛋白の支柱をなす血清Albuminの 減少が肝障

碍時に屡々招来することは多数の報告に見 られると

おりであり,今 津2),福 代3), Antweiler4)ら の砒素

中毒時血清蛋白像についての報告 もやはりAlbumin

峰 の減少を強調していて,著 者の実験成績 とよく一

致する.

2.血 清 α-Globulinの 変 化

各種砒素中毒死直後の血清α-Globulinは 大部分,

亜砒酸投与前対照血清 α-Globulinに く らべ増加し

たが,唯pro kg 3.0g投 与 急性 砒 素 中毒時のみ

α-Globulinの 減少がみ られた.

3.血 清 β-Globulinの 変化

砒素中毒死直後の血清β-Globulinも また.亜砒 酸

投与量がpro kg 0.3gな らびに0.01gの ときを除

いて一般に投与前健常時にくらべ増加した.

血 清 α-お よび β-Globulinは, Blix-Tiselius,

 Svenssonに よ ると比較的多量の リポ蛋白を含有し,

また糖蛋白も両分劃に多量に含まれているというが,

 Albuminや γ-Globulinほどには充分に闡明せ られ

ておらず,こ れら α-よ び β-Globulin増 加 の意

味するところは十分に解明しえず,単 にAlbumin

減 少の相関現象としか理解できない場合もみられる

のである.

4.血 清 γ-Globulinの 変化

砒素中毒死直後の血清 γ-Globulinも ま た亜砒酸

投与量がpro kg 0.1gの 場合を 除いて,投 与前健

常時に くらべて増加 した.

血清 γ-Globulinは いわゆる抗体蛋白 とかんがえ

られているが,各 種の一次的stressに たいして動

揺しやす く,こ とに肝障碍時にお いて はAlbumin

の減少 と相対的に γ-Globulinの 増加するこ とはよ

く知られているとおりであり,ま た今津2),福 代3),

 Antweiler4)ら は砒素中毒時に血清 γ-Globulinの 増

加を報 じている.

5,血 清Cathepsin作 用能の変化
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砒素中毒 死直後 の血清Cathepsin作 用能は一般

に,亜 砒酸投与前健常時に比 し著明に亢進 し,し か

もその亢進の度合は,亜 砒酸投与量が少なくなるに

つれ,換 言すれば急性中毒死の場合よりも慢性中毒

死の場合の方が大であつた.

血清Cathepsin作 用能が亢進をしめすということ

は,血 清Cathepsinの 蛋白分解が亢進することであ

り,さ らに別の表現をすると血清Gathepsinの 抑制

能が減少する様な条件が招来したことを意味するの

であつて,亜 砒酸投与によつて実質臓器が傷害され,

組織内蛋白代謝障碍のため組織蛋白が合成的よりも

分解的に働 くために当然そうゆうことがおこるので

あろう.

6.肝Cathepsin作 用能の変化

砒素中毒死ウサギの肝臓Cathepsin作 用能は一般

に亜砒酸を投与しない無処置健常ウサギの肝臓Ca

thepsin作 用能に くらべ減弱しており,そ の度合は

亜砒酸投与量が大であるほど多 く減弱をしめすよう

であつた.

亜砒酸のような実質毒を投与されると,組 織中の

SH基 が砒素に結合してしまうため組織が生活現象

をいとなむのに必須の酸化還光酵素を妨害 され,し

たがつて組織のCathepsin作 用能が抑制,減 弱され

るのである.

7.す なわち,血 清Albumin,血 清 γ-Globulin,

血清Cathepsinお よび肝Cathepsinの 四者の間に

は,砒 素 中毒 死 時 に おい て,亜 砒 酸 投 与量 に よ る若

干 の 差 は あ つて も血 清Albuminお よ び肝Cathepsin

の 減少 な い し 減弱,血 清 γ-Globulinお よ び 血 清

Cathepsinの 増 加 な い し亢 進 とい う 相 関 関係 が み ら

れ た.こ れ は実質 毒 中毒 時 に は実 質 臓器 に おけ る代

謝 と くに 蛋 白代 謝 障碍 が お こる た め肝Cathepsin作

用が 減 弱 し,ま た体 蛋 白 の支 持 を な す血清Albumin

も減 少 す る に たい し,そ の よ うな 代 謝障 碍 を 招来 し

た毒 物 の体 内侵入 に たい して抗 体 蛋 白 と いわ れ る血

清 γ-Globulinが 適 応 的 に増 加 し,そ れ と と も に 血

清Cathepsin作 用 が分 解 促 進 的即 分 解 的 に は た ら

く もの と考 え る と,こ の4者 の 相 関 関係 は きわ めて

興 味 あ る こと とお もわ れ る.

結 論

砒 素 中毒 時 に お け る蛋 白代 謝 を しるた め血 清 蛋 白

分 劃,血 清 お よ び肝Cathepsin作 用 を 検 し,つ ぎ

の 結 論 をえ た.

1)砒 素 中 毒時 にお いて は 一般 に,血Albumin

が 減少 し,肝Cathepsin作 用が 減 弱 し た の に た い

し,血 清Globulinは 増加 し,ま た 血 清Cathepsin

作 用 は亢 進 を しめ した.

2)砒 素 中毒 時 に お い て は,血 清Albumin,血

清 γ-Globulin,血 清Cathepsin作 用 お よ び 肝Cat-

hepsin作 用 の4者 の 間 に は相 関関 係が存 在す る .

第2報　 砒 素 中毒時 におけ る臓 器な らび に血 清Phosphatase

作 用能 につ いて

緒 言

Phosphataseは い う まで もな く燐 酸 エ ステ ル の水

解および合成を触媒する酵素で, R-O-〓-P〓

におけるOとRと の間の結合の解離ならびに結びつ

きを触媒する. Phosphataseは 生物体内に広 く分布

し,燐 酸エステルの合成,分 解という面から,き わ

めて重要な生物学的意議をもち,こ とに代謝,石 灰

沈着,化 骨等において著明である.生 物の代謝過程

における無機燐酸の生成関与は当初注目をひくにい

たらなかつたが,研 究の進展につれ,と くに燐蛋白

体核酸の研究において次第にその重要性が認識せら

れるようになり,し たがつてPhosphataseの 生物学

的意義も過大に評価されつつある,

そ こで実質臓器に多量に存す るPhosphataseの 作

用能が砒素中毒時にいかなる態度をしめすかについ

て本研究をおこなつてみた.

実 験 方 法

実験動物,使 用毒物およびその投与量ならびに臓

器および血清抽出酵素液調製法等はすべて第1報 の

Cathepsin実 験 と同様におこなつた.

Phosphatase作 用能の測定 には,基 質 として1

% Sodium glycerophosphate溶 液を,緩 衝液 には

MicaelisのSodium barbiturate-HCl緩 衝液を各使用

し,三 塩化酢酸による除蛋白濾液についてNeumann

燐酸定量法永富変法によつて燐酸量を測定し,酵 素

液(血 清および臓器抽出液)に 緩衝液 ・基質液を混
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和 して孵卵器内に6時 間置いたのち,三 塩化酢酸を

くわえ酵素作用をとめ同様に測定した燐酸量 との差

をもつてPhosphatase作 用能をあらわし,対 照亜砒

酸(非 投与健常ウサギ)と 比較検討をおこなつた.

実験成績(第2表)な らびに考察

1.脳Phosphatase作 用能の変化

砒素中毒死直後に剔出して調製した脳抽出酵素液

のPhosphatase作 用能は,急 性 および亜急性砒素

中毒時においては対照よりも減弱していたが,亜 砒

酸投与量をすくな くして中毒が慢性化するにつれて

ごく僅かながら亢進をしめした.

実質臓器の一つである脳の機能上きわめて重要な

酵素であるPhosphataseの 作用能が,実 質毒である

亜砒酸の急性ないし亜急性中毒時に減弱することは

当然考えられることであり,中 毒が慢性化するにつ

れて,脳 機能もある程度砒素に親和性をしめすため

(もともと正常脳内にも砒素は常成分として存在す

Tab. 2. Phosphatase activities in the brain, heart, lung, liver, kidney and serum 

under the arsenic poisoning
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るものであるから),慢 性中毒時においてはあまり

Phosphatase作 用能の減弱を しめさないものであろ

う.

2.心 臓Phosphatase作 用能の変化

砒素中毒死直後に剔出して調製した心臓抽出酵素

液のPhosphatase作 用能は,亜 砒酸投与量の如何に

かかわらず減弱をしめし,そ の度合は.急 性中毒死

の場合より慢性中毒死の方が小であつた.

生体内においておこなわれる化学変化のもつとも

重要なものの一つは生体内酸化であり,生 体内で酸

化されてエネルギー給源となる主要物質である含水

炭素はPhosphataseに よつて燐酸エステルとなつて

はじめて酸化分解されるのであるが,血 液循環をお

こなう心筋エネルギー代謝 にとつ てPhosphatase

作用はきわめて重要な意義を有する ことは言をま

たない.そ して,実 質毒であ る砒素中毒時 にこの

Phosphatase作 用能が減弱して死を招来することも

また当然のことであろう.

3.肺 臓Phosphatase作 用能の変化

砒素中毒死直後に剔出して調製した肺臓抽出酵素

液のPhosphatase作 用能は,脳 と同様,急 性および

亜急性砒素中毒時においては対照よりも減弱してい

たが,亜 砒酸投与量のす くない慢性中毒時において

はごく僅かながら亢進した.

肺臓も実質臓器であるから,急 性および亜急性砒

素中毒時においてPhosphatase作 用能が減弱 し,

慢性中毒時にはある程度順応性をしめすための作用

能の減弱をきたさないことは考え られる ことであ

る.

4.肝 臓Phosphatase作 用能の変化

砒素中毒死直後に剔出して調製した肝臓抽出酵素液

のPhosphatase作 用能 もまた,脳,肺 と同様,急

性および亜急性砒素中毒時においては対照より減弱

しており,慢 性中毒時には僅かなが ら亢進をしめし

た.

実質臓器である肝臓のPhosphatase作 用能が,実

質毒である亜砒酸中毒時に減弱することは当然であ

り,慢 性中毒時においては減弱をしめさなくなるの

も砒素のもつ習慣性のためと考えられる.

5.腎 臓Phosphatase作 用 能 の変 化

砒 素 中毒 死 直 後 に剔 出 して調 製 した腎 臓 抽 出酵 素

液 のPhospbatase作 用能 は,亜 砒酸 の 投 与量 がpro

 kg 1.0g以 上 の 急性 砒 素 中 毒時 に は 減 弱 を しめ し

たが, pro kg 0.5g以 下 の 亜 急性 な ら び に 慢性 中

毒 時 にお い て はい つ れ も亢 進 を し め した.

も と もと腎 臓 は体 内でPhosphatase活 性 の もつ と

もつ よい臓 器 で あ る か ら,毒 物 の投 与量 が 大 量で な

いか ぎ り,あ ま りPhosphatase作 用能 は 減 弱 を し

め さず, Nordio & Richerme5)の 報 告 に よ つ て も,

肝 疾 患 の 場 合 で も 腎臓Phosphatase活 性 は む しろ

高 くな る と いつ て い る ことか ら考 えて も,砒 素 中 毒

時 に腎 臓Phosphatase作 用能 が 減 弱 し な い の も首

肯 し うるの で は な か ろ うか.

6.血 清Phosphatase作 用能 の 変 化

砒 素 中毒 死 直後 に血 液を 採 取,遠 沈 して え た血 清

のPhosphatase作 用能 は,一 般 に減 弱 を しめ し,慢

性 中 毒時 に の みほ とん ど減 弱 を し め さなか つ た.

一 般 に血 清 中 のPhosphatase活 性 は 他 の 臓器 ,

組織 に く らべ きわ め て低 く,し た が つ て慢 性 砒素 中

毒時 に 僅 か なが ら亢 進 を しめ した け れ ど も,む し ろ

減弱 を しめ さ なか つ た と解 釈 す べ きで あつ て,砒 素

中毒 時 に血 清Phosphatase作 用能 が 減 弱 を し め す

ことは,い か な る理 由に よ る もの か,こ れ を闡 明 に

す る こ とはで きな か つ た.

結 論

急 性,亜 急 性 お よ び 慢性 砒 素 中 毒 時 に お け る

Phosphatase作 用 能 の変 化に つ い て研 究 し,つ ぎの

結 論 を えた.

1.脳,肺,肝 およ び血 清Phosphatase作 用 能 は,

急 性 お よ び亜 急性 砒 素 中毒 時 にお い て は減 弱 を,慢

性 砒 素 中毒 時 に お いて は僅 か なが ら 亢進 を し め し

た.

2.心 臓Phosphatase作 用 能 は,砒 素 中毒 時 に

おい て は一般 に 減弱 を しめ した.

3.腎 臓Phosphatase作 用能 は,砒 素 の 投 与量

が きわ め て大 量(Pro kg 1.0g以 上)で な い か ぎ

り,一 般 に や や亢 進 を しめ した.

第3報　 砒素中毒時における臓器な らび血清Amylase作 用能について

緒 言

動物細胞中にもAmylaseは 広汎に分布 して いて,

おそらくはGlycogenの 合成,分 解ことに合成に

関与 しているものと考えられている.

いうまでもなく高等動物の細胞内酸化の基質は主

としてGlycogenで あつて葡萄糖のような低分子の
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ものではない.し たがつてあらゆる細胞にはGlyco

genを 合成する酵素がなければならぬことになるが,

これに細胞内Amylaseも 関与 しているのでは ない

かと考えられる.

いずれ にせよ, Amylaseは, Amylase分 泌臓器

である唾液腺,膵 のほかに,肝,心 筋,筋 肉,腎,

肺,白 血球のような代謝のさかんな部分に多いので,

砒素のような実質毒の中毒時に脳,肺,腎,心 およ

び血清Amylase作 用能がいかなる影響を こうむる

か を含水炭素代謝の面から検することは,き わめて

興味あることである.

実 験 方 法

実験動物,使 用毒物およびその投与量ならびに臓

器および血清抽出酵素液の調製法等は,第1お よび

第2報 と同様であつた.

Amylase作 用能の測定は,基 質として2%可 溶

性澱粉液を,緩 衝液にはSorensenの 燐酸塩緩衝液

を各使用し, Phosphotungustic acidを くわえ濾過

し,濾 液の一定量につい て還元性物質をBertrand

変法で測定 し,こ れをGlucoseと して あ らわ し,

前実験 と同様,酵 素液 ・基質 ・緩衝液混和液を6時

間孵卵器内に置いたの ち, Phosphotungustic acidを

くわえて酵素作用をとめ測定した還元性物質(Glu

cose量 で あらわす)と の差をもつて, Amylase作 用

能をあらわし,対 照(亜 砒酸非投与健常ウサギ)と

比較検討をおこなつた.

実験成績(第3表)な らびに考察

1.脳Amylase作 用能の変化

砒素中毒死直後に劉出して調製 した脳抽出酵素液

のAmylase作 用能は,本 実験において亜砒酸投 与

量がpro kg 3.0お よび5.0gの 場 合を除いて,

それ以下の各中毒実験では対照よりも亢進し,そ の

亢進の度合は亜砒酸投与量が減少するにつれて増大

した.

2.心 臓Amylase作 用能の変化

砒素中毒死直後に別出して調製 した心臓抽出酵素

液のAmylase作 用能は,本 実験に おいて亜砒酸投

与量 がpro kg 1.0g以 上 の各場合(pro kg 1.0,

 2.0, 3.0お よ び5.0g)を 除 いて, pro kg 0.5g

以下 の各場合(亜 急性ないし慢性砒素中毒)に お

ては,対 照よりも亢進 し,亜 砒酸投与量が減少す

るにつれて,亢 進の度合は大であつた.

3.肺 臓Amylase作 用能の変化

碑素中毒死直後に副出して調製 した肺臓抽出酵素

液のAmylase作 用能 は,亜 砒酸投与量がpro kg

 1.0g以 上の各実験では対照にくらべてかなりの減

弱を しめしたが, pro kg 0.5g以 上 の各実験(亜

急性ないし慢性砒素中毒)に おいては,亜 砒酸投与

量の減少につれて作用能は亢進をしめした.

4.肝 臓Amylase作 用能の変化

砒素中毒死直後に剔出して調製 した肝臓抽出酵素

液のAmylase作 用能 は,亜 砒酸投与量がpro kg

 1.0g以 上の各急性中毒実験では対照に くらべ減弱

を, pro kg 0.2g以 下の各亜急性 ない し慢性中毒

実験では亜砒酸投与量の減少するにつれて作用能の

亢進を各々しめした.

5.腎 臓Amylase作 用能の変化

砒素中毒死直後に剔出して調製した腎臓抽出酵素

液のAmylase作 用 能 は,亜 砒酸投与量がpro kg

 3.0g以 下の各急性,亜 急性および慢性砒素中毒時

において,い づれも対照よりも亢進し,そ の亢進の

度合は亜砒酸投与量の減少につれて逆に増大した.

6.血 清Amylase作 用能の変化

砒素中毒死直後に血液を採取し遠沈 してえた血清

のAmylase作 用能は,急 性および亜急性各 中毒時

においては対照に比し著明な減弱をしめしたが,慢

性中毒時においては減弱せず,逆 に僅かに亢進をし

めした.

7.以 上の成績を総括す ると,亜 砒酸投与量が

pro kg 3.0g以 上 の各実験では,脳,肺,肝,腎,

心および血清Amylase作 用能はいづれ も減弱をし

めしたが, pro kg 2.0g以 下 の 中毒実験 では,亜

砒酸投与量が小になるにつれ,ま づ腎が,つ いで脳,

心,肺,肝 の順に作用能が対照よりも亢進をしめし,

血 清Amplase作 用能がもつとも少量の砒素中毒ま

で亢進をしめさなかつた.

比較的多量の亜砒酸投与による中毒時において臓

器あるいは血清Amylase作 用能が減弱を しめす こ

とは, Amylaseの 本質から考えて首肯 され るとこ

ろであるが,既 報のPhosphatase実 験 に比較 して

Amylase作 用能の減弱がみられ なくなる時期(亜

砒酸投与量から考えての)が 早 く招来するのはいか

なる機作によるものであり,ま たその場合の臓器の

順序が何故そうであるのかについては十分に説明し

えないが,臓 器抽出酵素液 にみ られ るGlucose〓

Glycogenな る反応はおそらくPhosphataseを ふ く

む酵素系によるものであろうとの実験報告6) 7)も あ

るから,既 報のPhosphatase実 験 の成績 も参考に

レて考慮 レなければな らないのかも知れない,
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Tab. 3. Amylase activities in the brain, heart, lung, liver, kidney and serum under the 

arsenic poisoning

唯,血 清Amylase作 用能については,こ れもその

意義はなお分明ではないが,急 性燐中毒時において

やや著しき低下をしめし,ま た急性砒素中毒時にお

いてはじめはやや上昇をしめすが,の ちやや著しき

低下をしめすという報告8)が,著 者の実験成績とや

や相通ずるものであつた.

結 論

急性,亜 急性およ び慢性砒素 中毒時におけ る

Amylase作 用能の変化について研究 し,つ ぎの結論

をえた.す なわち,

脳,心,肺,肝,腎 および血清Amylase作 用能

は,亜 砒酸投与量がpro kg 3.0g以 上の各実験で

はいづれも対照に比し減弱をしめしたが,亜 砒酸投

与量が小になるにつれてAmylase作 用能 は亢進を

しめしてくるようになり,そ の順序は,腎,脳,心,

肺,肝,血 清の順であつた.
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Enzymochemical Studies on the Parenchymatous Poisoning

By

Mizuho KANDA

Dept. of Legal Medicine, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Dr. Yoshio MIKAMI)

Keiichi TAKAHAMA

Dept. of Legal Medicin, Kumamoto University Medical School

In order to investigate the cause of the toxic action of the parenchymatous poisoning 

which are represented by arsenic and phosphor poisoning, enzymochemical studies on the 

influences of the parenchymatous poisoning to the activities of cathepsin, phcsphatase and 

amylase in the organs and serum have been attempad, and the following results were obtained 

by the experiments of Rep. I, 2 and 3.

Rep. I: Uuder the arsenic poisoning, the serum albumin decreased and the activity of 

cathepsin in the liver was inhibited, but the serum ƒÁ-globulin increased and the activity of 

cathepsin in the serum was strengthened.

Rep. 2: The activity of phosphatase in the brain, heart, lung, liver, kidney and serum 

was inhibited under the acute arsenic poisoning, but the activity of phosphatase in the serum 

and the organs except the heart were slightly strengthened under the chronic poisoning.

Rep. 3: The activity of amylase in the brain, heart, lung, liver, kindey and serum 

were inhibited slightly under the acute arsenic poisoning, but under the suba_??_ute and chronic 

poisoning, the activity of amylase were strengthened obviously, especially in the lung, kidney 

and heart.


